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土
用
の
日
う
な
ぎ
の
幟
固
唾
呑
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
持
　
隆

大
佛
の
背
ナ
の
広
さ
や
片
か
げ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲
百
合
子

掌
は
甲
よ
り
若
し
種
子
を
採
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
林
游
々
子

台
風
の
抜
け
て
稜
線
空
を
切
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
手
　
怜

神
木
の
龍
昇
る
如
天
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遥
香

日
本
か
ら
宇
宙
へ
発
信
大
文
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
裾
花

墓
参
り
ひ
と
り
に
な
り
ぬ
百
日
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
野
か
ず
よ

野
仏
の
供
花
一
輪
や
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
み
ど
り

百
態
の
雲
は
何
方
今
朝
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒼
草

露
草
の
瑠
璃
よ
り
出
し
静
寂
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
修

か
ま
つ
か
や
棟
を
寄
せ
合
ふ
奈
良
井
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
園
あ
き
ら

里
山
に
人
・
ひ
と
・
カ
メ
ラ
翡
翠
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
貝
介
司

　
　
訳
　
か
ま
つ
か
＝
葉
鶏
頭

　
　
　
　
翡
翠
＝
か
わ
せ
み

◆
投
句
は
い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も
左
記
へ

ど
う
ぞ

あ
す
香
会
　
投
句
あ
て
先

　
細
貝
介
司
　
〒
２
５
３-

０
０
８
２

　
　
　
茅
ヶ
崎
市
香
川
４-

49-

5
　

　
　
　
Tel
＆
Fax(

85)

５
８
２
２

　
郵
便
ま
た
は
Fax(

留
守
録)

で
受
付

十
二
月
号
の
俳
句
〆
切
は
十
月
十
日
ま
で

　
冬
・
正
月
の
季
語
一
切

の
ぼ
り

か
た
ず

て
の
ひ
ら

く
　
げ

い
ず
か
た

し
じ
ま

ひ
す
い

訃
報(

令
和
５
年
9
月
1
日
現
在
）

武
田　

勝
美
様　
　

84
歳　

７
月
24
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

45
・
１
組

西
村　

弘
義
様　
　

86
歳　

７
月
12
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

44
・
１
組

高
橋　

徹
様　
　
　

82
歳　

７
月
４
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

49
・
１
組

長
谷
川
泉
太
郎
様　

85
歳　

５
月
12
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

10
組

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

「
朝
の
横
断
歩
道
旗
振
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
不
足
し
て
い
ま
す
！
！
」

　

平
日
の
児
童
の
登
校
日
、
香
川
小
学

校
北
門
近
く
で
読
売
新
聞
販
売
店
付
近

の
横
断
歩
道
（
美
容
室 

幸
の
前
）
で
、

児
童
の
安
全
登
校
の
た
め
旗
振
り
の
見

守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
始
め
て
12
年
が
経
過
し

ま
し
た
が
、
こ
の
間
ほ
ぼ
事
故
も
な
く

21
名
の
方
々
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

活
動
は
、
２
名
１
組
で
朝
７
時
40
分

か
ら
８
時
20
分
ま
で
、
黄
色
い
「
横
断

中
」
旗
を
掲
げ
て
子
供
た
ち
を
安
全
に

横
断
誘
導
す
る
活
動
で
す
。

　

子
供
た
ち
は
、
い
つ
も
元
気
な
声
で

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

言
っ
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
声
に
私
た
ち

は
元
気
を
貰
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
不
足
し
て
お
り
ま

す
。
月
１
回
か
２
回
の
活
動
に
ご
協
力

頂
け
る
方
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

活
動
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
都

合
の
良
い
曜
日
に
調
整
い
た
し
ま
す
。

是
非
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
香
川
小
学
校
区
子
ど
も
安
全
見
守
り
隊
」

　
　
　
　
　
　
　

代
表　

野
島
勝
生

問
合
せ
先

　

香
川
小
学
校
（
５
１
・
３
１
５
３
）

　
　
　
　
　
　
　

都 

浩
一
教
頭
ま
で

朝
の
横
断
歩
道
旗
振
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ご
協
力
の
お
願
い

　

香
川
自
治
会
と
し
て
、
資
源
回
収
推

進
地
域
補
助
金
（
１
月
～
６
月
分
）
約

60
万
円
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

資
源
物
の
分
別
回
収
に
ご
協
力
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

資
源
回
収
推
進
地
域
補
助
金

夏
越
祭
・
慰
霊
祭
・
茅
の
輪

　

８
月
６
日
、
諏
訪
神
社
に
お
い
て
、

恒
例
の
「
夏
越
し
の
祓
」
「
戦
没
者
慰

霊
祭
」
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
の
神
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
茅
の
輪
は
、
地
域
住
民
の
方
も

家
族
の
安
心
・
安
全
と
コ
ロ
ナ
禍
の
退

散
を
祈
念
で
き
る
よ
う
に
、
２
週
間
ほ

ど
神
社
境
内
に
そ
の
ま
ま
安
置
さ
れ
ま

し
た
。

暁
の
祭
典

暁
の
祭
典

暁
の
祭
典

　

７
月
15
日
海
の
日
、
４
年
ぶ
り
に
暁

の
祭
典
「
浜
降
祭
」
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

寒
川
神
社
を
は
じ
め
と
し
て
、
34
神

社
・
39
基
の
神
輿
が
茅
ヶ
崎
海
岸
に
集

結
。
午
前
４
時
過
ぎ
に
一
番
神
輿
が
入

場
し
た
後
、
全
神
輿
が
集
結
し
た
７
時

か
ら
の
浜
降
祭
合
同

祭
開
式
で
は
、
雅
楽

の
演
奏
に
始
ま
り
、

厳
か
な
空
気
の
中
で

式
典
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

香
川
諏
訪
神
社
の

神
輿
は
５
時
過
ぎ
に

入
場
し
、
12
時
過
ぎ

に
宮
入
し
ま
し
た
。

資源物回収実績

 
304,192
235,442
  68,750

608,384

収集量 (kg)

資源物回収実績

2023年1月～2023年6月

補助金 ( 円）
補助金＝全収集量×2.0 円

缶/瓶

瓶、缶、古紙、PET、衣類
プラ、廃食用油、金属類

歌
の
ひ
ろ
ば

歌
の
ひ
ろ
ば

サザンオールスターズの楽曲と
芸術花火が1/30秒単位でシンクロ
サザンオールスターズの楽曲と
芸術花火が1/30秒単位でシンクロ

　

サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
ち
が
さ
き
で
、
サ
ザ

ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
楽
曲
と
世
界
最

高
峰
の
花
火
が
シ
ン
ク
ロ
し
、
夜
空
を

彩
る
、
国
内
最
大
級
の
芸
術
花
火
エ
ン

タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
「
茅
ヶ
崎
サ
ザ
ン

芸
術
花
火
」
で
す
。

　

２
０
１
８
年
10
月
、
サ
ザ
ン
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
の
デ
ビ
ュ
ー
40
周
年
を
き
っ

か
け
に
初
開
催
し
、
昨
年
の
第
３
回
の

開
催
に
は
３
万
７
千
人
の
人
出
が
記
録

さ
れ
ま
し
た
。

10/21
開催

茅
ヶ
崎
サ
ザ
ン

芸
術
花
火2

0
2

3

第４回

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
連
絡
会

●①
●②

●⑥

●⑫
●⑧

●⑦

●⑬

●⑤ ●④ ●③ ●⑪
●⑩
●⑨

協議会
ＭＡＰ

茅
ヶ
崎
市

ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会

　

歌
の
ひ
ろ
ば
は
、
毎
月
第
４
木
曜
日

午
後
に
歌
好
き
な
方
が
香
川
自
治
会
館

に
集
い
、
カ
ラ
オ
ケ
に
合
わ
せ
て
楽
し

く
歌
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
催
の
サ
ー
ク

ル
で
、
曲
目
は
参
加
者
の
リ
ク
エ
ス
ト

で
決
ま
り
ま
す
。
ま
さ
に
昔
懐
か
し
歌

声
喫
茶
で
す
。
大

き
な
声
を
出
こ
と

は
健
康
の
秘
訣
。

ど
な
た
で
も
参
加

は
自
由
で
す
。

　

あ
な
た
も
ど
う

で
す
か
。

　

地
域
住
民
や
各
種
団
体
と
市
が
、
日

常
の
課
題
を
解
決
す
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
で
、
地
域
に
お
け
る
支
え

合
い
を
再
構
築
し
、
自
助
・
共
助
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
す
。

①
茅
ヶ
崎
地
区

③
海
岸
地
区

⑤
湘
南
地
区

⑦
鶴
嶺
西
地
区

⑨
小
和
田
地
区

⑪
浜
須
賀
地
区

⑬
小
出
地
区

②
茅
ヶ
崎
南
地
区

④
南
湖
地
区

⑥
鶴
嶺
東
地
区

⑧
松
林
地
区

⑩
松
浪
地
区

⑫
湘
北
地
区

⇒
（
香
川
は
こ
こ
）


